
甲府東高等学校 

20２3.７.２１(金) 

第５号 

 

 

 

 

 

 

「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

         「 受 験 」            学年主任 植原孝仁   

私が高校の頃は、「受験戦争」と呼ばれていた。ある大手予備校のキャッチフレーズ「日々是決戦」が象徴

するように、受験は戦いだった。「受験は団体戦」などと言う人は皆無で、受験は完全に個人戦だった。高い

競争倍率を潜り抜けるために１人でも多くの敵を追い越さなくてはならないと教えられ、同級生全員がライ

バルだった。当時は、大学に行くこと自体が簡単ではなく、多くの受験生が浪人を経験し、２浪くらいは当た

り前だった。私だけかもしれないが、落ちこぼれた人達が、乞食（当時はホームレスをそう呼んでいた）にな

ると聞かされていたように思う。大人にすり込まれた部分は多分にあると思われるが、学歴偏重主義真っ只中

で、ライバルの多い第２次ベビーブーム世代の私達にとって、「受験」は将来の生活の懸かった競争であり、

今の高校生には少し大げさに思われるかもしれないが、「生きる」か「死ぬ」かの正しく「戦争」だった。 

「受験戦争」は私たちにいくつかのものをもたらした。学習の目的はほぼ受験だったし、学校は受験対策優

先で、秋から特別編成授業が組まれた。大学受験に必要な英単語は５千～７千と教えられ、熟語やイディオ

ム、構文等も多数覚え、覚えた後は速読の練習をするといった受験のための英語に励んだ。世の中には、数

学は赤チャートで解法を暗記すればよいというような勉強法を提唱する受験評論家もいた。「試験に出る英単

語（通称『でる単』）」や「英文法頻出問題演習（通称『英頻』）」、「土屋の古文単語 222」、「例の方法」、「難

問題の系統とその解き方」など受験のために効率よく知識を叩き込める受験参考書が売れた。学校の先生や

親には「勉強しろ」とばかり言われていたし、勉強だけやっていれば褒められた気がする。受験生は勉強以

外のことを犠牲にするのが当たり前で、勉強でストレスが溜まるという考え方が存在しなかった。高校時代

は疑いもせず勉強したように思う。受験勉強は本当に辛かった。あんな経験は２度としたくない。あの「受

験戦争」で勉強したことは何だったのだろうか。得たものはあったのだろうか。でも、あの頃は夢や希望が

あった。頑張れば大きなものが掴めるのではないかという希望があった。だから頑張れた気がする。 

今、冒頭の大手予備校のホームページを開いてみると真っ先に出てくるキャッチフレーズは、「秘めたま

ま、終わるな」だった。少子高齢時代となり、世の中は大きく変わったと思う。入試方法も変化している。

高大接続改革により思考力・判断力・表現力が重点的に問われる入試へと転換した。「受験戦争」時代の入試

とは異なり、これからの社会で生きていくのに必要な力が問われるようになった。これは「知識があったと

しても、思考力・判断力・表現力がないと大学入学後や社会に出てから通用しませんよ」というメッセージ

でもある。今の高校での学びは、卒業後にも確実に必要な力となりうる。 

共通テストを半年後に控えた３年生を見て、焦っている人が少ないと感じる。確かに高校生活は勉強がすべ

てではないが、本分は学業のはずだ。大学側は高校生の本分をしっかり全うできる人材を求めているし、大

学はさらに学びを追求する場所であり高校で頑張らない人が大学で頑張れるはずもない。志望校合格に向け

努力を続ける生徒がいる一方で、まだ本気で頑張る前から模試で判定が悪かったので志望校を下げたいとの

声もちらほら聞こえてくる。最大限頑張ってみても駄目だというなら納得もできようが、たいした努力もし

ないうちから志望校を下げたとしたら、これから続く長い人生で後悔しないのだろうか。「受験戦争」時代の

何のための勉強だったのか疑問に感じる私でも、「あの時、頑張った」という経験は今も自分の心に刻まれて

いる。頑張った経験があるから、今、高校生に伝えられることもある。君たちのこの「受験」での最大限の

努力は必ず、後の人生の財産になる。無理をする必要はないが、我慢はしなくてはならない。この夏は君た

ちの頑張りを期待したい。 

 



  「 高校時代の記憶 」                  ４組担任 丸尾晃司 

皆さんは、幼稚園・小学校・中学校の時の記憶はありますか。私には学生時代の記憶がほとんどありま

せん。７月初旬の三者懇談に向けて、自分の経験を振り返ろうとしましたが、何も思い出せませんでし

た。最近は大学時代のことも思い出せません。自分だけがおかしいのかと思い、同年代の奥さんに聞いた

ところ、しっかりと覚えていました。記憶というのは海馬が必要だと判断したものが長期記憶になるそ

うです。必要だと判断する際の基準の一つは「強く感情が動いたもの」だそうです。つまり、私は、強く

感情が動くような学校生活を送れていなかったのかもしれません。 

さて、こんな私でも覚えていることが少しはあるので話をさせてもらいます。私の同級生に中央大学

法学部の指定校推薦をもらった人がいました。彼は１年生の頃から委員長を務めるなど強い希望をもっ

て見事に推薦を勝ち取りました。しかし、彼は過ちを犯してしまいます。彼は、もともと後輩の女子生徒

と交際をしていました。合格前はそれほどでもなかったのですが、合格後は３年生の教室前で二人が頻

繁に会うようになりました。当時の私はあまり気にはならなかったのですが、他の友人は彼に嫌悪感を

抱き、避けるようになりました。この私が覚えているということは、気づいていなかっただけで私も強く

感情が動いていたのかもしれません。私は友人として、会う場所を変えた方が良いのでは彼に伝えまし

た。彼は自分が周りを不快にさせていることに気づいていなかったようです。 

９月になると推薦入試が本格的に始まり、徐々に受験を終える生徒も出てきます。私立大学専願の人

はすでに科目を絞って、受験に不要な科目の授業に身が入らない人もいるかもしれません。そんなとき、

周囲に目を向けてください。東高という同じ学舎で学んだ仲間が、卒業式後の最後の最後の後期入試ま

で頑張る覚悟で勉強をしているかもしれません。そんな人たちに配慮でき、応援できる温かい人間にな

ってほしいですね。 

これからストレスを感じることも増え、辛いこともあると思いますが、残りわずかの学校生活を２３５

名全員の感情が強く動き、記憶に残るような刺激的なものにしてください。 


